
児童生徒が
・「やらされる」から「やろう」
に意識が変わる。

・具体的に行動を起こせるよ
うになる。

・結果だけでなく、過程も重
視するようになる。

・行動を起こすことに対して
自信がもてるようになる。

※ ティーチングと組み合わ
せることにより、より効果
的な指導となる。

【自ら目指すゴールへ導き
自発的な行動を促すコミ
ュニケーションスキル】

・うなずき、繰り返し、あ
いづち、ペーシング等に
より傾聴する。

・タイミングよく、バリエ
ーション（存在・事実・
結果承認）豊富な承認を
行う。

・児童生徒の考え、気付き、
イメージを引き出す質問
をする。

児童生徒が
・「やらされる活動」から「自
らの意思でやる活動」へ意識
を変える。

・試合等で緊張することなく実
力を発揮できるようになる。

【プラス思考を引き出す指
導方法】

失敗をしないようにしよう
→ こうすればうまくいく

失敗したら試合に負ける
→ こうすれば勝てる

相手は強い
→ できることをやろう

【内発的動機づけを高める
指導方法】
活動する動機が、「楽し

い」「上達するのがうれし
い」と思えるように、「褒
める」「叱る」「励ます」を
バランスよく行う。

問題行動が減り、望ましい
行動に変容する。

褒めることで、望ましい行
動が強化される。

※ スモールステップを心が
ける。

【ＡＢＣフレームを活用し
た支援（指導）】
問題となる行動のみに着

目せずに、その行動の前後
の状況を十分に観察・記録
・分析する。

行動の意味や目的を推測
して、前後の対応方法を変
える。

Ａ問題行動前の状況

Ｂ問題行動

Ｃ問題行動後の状況

深い児童生徒理解 確かな信頼関係 (P19)

人権尊重の精神 (P18)

児童生徒理解をベースにして、指導等を行いましょう。

・受容、傾聴、共感で接する。
・特徴や傾向を理解する。
・小さな変化を見逃さない。
・家庭との連絡を密にする。
・生育歴、生活背景等を理解する。

・人間的触れ合いを大切にする。
・充実感、達成感を感じさせる。
・状況に応じた指導を行う。
・毅然とした指導を行う。

・成績至上主義に陥らない。
・科学的な根拠がある指導方
法を身に付ける。

・発達段階を考慮する。

・やる気を引き出し、自己指
導能力を育成する。

・問題行動等の未然防止に向
けた予防的な指導を行う。

・自信をもたせる。
・言語活動を充実する。
・一人一人の実態に配慮する。
・道徳教育を充実する。

・校長が行う懲戒
退学、停学、訓告
（市町村立小・中学校は訓
告のみ）

・校長と教員が行う懲戒
注意や叱責 等

・正当行為、正当防衛
暴力行為に対して、他の児
童生徒の安全確保や教職員
の防衛のためにやむを得ず
行った有形力の行使

・懲戒という観点ではなく、
学校の秩序を維持し、他の
児童生徒の教育を受ける権
利を保障するための措置

コーチング (P22) メンタルトレーニング (P24) ＡＢＣ分析 (P26)

積極的な生徒指導 (P19)

充実した学習指導 (P20)

適切な部活動指導 (P21)確かな信頼関係 (P19)出席停止 (P16)

深い児童生徒理解 (P19)

懲戒 (P15)

【身体に対する侵害を内容とするもの】
・殴る。蹴る。 ・頬をつねる。
・踏みつける。 ・髪の毛を切る。
・突き飛ばす。投げ飛ばす。
・物を投げつけて、当てる。等

【肉体的苦痛を与えるようなもの】
・正座、直立等、特定の姿勢を長時間にわたって
保持させる。

・炎天下の中、水を飲ませずに長時間走らせる。
・居残りや別室指導で、児童生徒を長く留め置き、
食事やトイレの許可を与えない。等

怒りのパターンが分かり
怒りの感情から意識を遠ざけ、冷静さ 自分で気を付けることがで

を取り戻す。 きるようになる。

【怒りの感情をコントロールする方法】
・深呼吸する。
・その場から離れる。
・「自分は教育者」「後にしよう」など心
を落ち着かせる言葉を用意しておく。

・「怒り」のレベルを点数化する。 等

【「怒らない仕組み」を
つくる方法】

・怒りを感じたときに記
録する。

・後で振り返る。

【暴言】
・人格を否定する言葉
「最低な奴だ」｢くず」 等

・自尊感情を傷つける言葉
「お前みたいな奴はだめだ」 等

・身体や容姿をけなす言葉
「キモイ」｢チビ」 等

・恐怖感を与える言葉
「殴るぞ」｢しばくぞ」 等

【行為】
・自尊感情を傷つける行為
忘れ物数を掲示する。等

・恐怖感を与える行為
物に当たって威嚇する。等

・精神的に負担を与える行為
過度な練習を強制する。等

体罰 (P1)

不適切な行為 (P3)

アンガーマネジメント (P8)

社会的
責任

児童生徒・保護者・地域住民
からの信頼の失墜

児童生徒
への影響

○ 心に深い傷
○ 学習意欲の低下
○ 自尊感情の低下
○ 力による解決への志向を助長
○ 教職員への不信感
○ 命に関わる事態へと発展

保護者
地域住民
への影響

○ 教職員、学校への不信感
○ 教育活動に支障

行政上の
責任

「懲戒処分」
免職、停職、減給、戒告

刑事上の
責任

｢暴行罪｣｢傷害罪｣｢監禁罪｣

民事上の
責任

「治療費や慰謝料等の
損害賠償責任」

体

罰

に

対

す

る

影

響

・

責

任

(P1)

役割分担し、組織で対応する

情報・課題・目的を共有する

声をかけ、悩みを聞き、助言する

聞かれたら、答える

挨拶する

◎ 指導方法の改善や更なる
向上を目指す。

◎ 相談やフォローをし合っ
たり、指導や指導の準備
を共同で行ったりする。

○ 自分及び同僚のプラス面
やマイナス面などの相互理
解を深める。

○ 児童生徒のことや指導
などについて気付いたこと
を共有する。

○ 感じたことや考えたこと
疑問点などについて伝え合
う。

※ よい面は称賛し、ダメな
ことはダメと本音で伝え合
う関係を築く。

指導場面の交流

気付き合う

伝え合う

見せ合う

高め合う

わいがやムード
の促進

同僚性・協働性の向上 (P10)

指導場面の交流の促進 (P9)

報告及び相談体制の整備 (P10)

体罰発生時の対応 (P11) 相談窓口の周知 (P11)

ＰＤＣＡサイクルの推進 (P12)

スタンディング・
ミーティングの導入

※ (P○)は、体罰防止啓発資料（冊子）のページ数を示しています。
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＜Ａ：よく当てはまる Ｂ：ある程度当てはまる Ｃ：あまり当てはまらない Ｄ：全く当てはまらない＞

番号 項 目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 関連ページ

体罰や不適切な行為は、重大な人権侵害であり、絶対許されない行為で １～３
１

あることを意識して指導している。 18

どのような理由があっても、体罰や不適切な行為は、絶対許されない行
２

為であることを意識して指導している。
１～５

児童生徒の心を傷つけることがないように、言動には気を配って指導し
３ ている。

３

４ 児童生徒の言動に対して、感情的になることなく、冷静に指導している。 ８

イライラする気持ちをコントロールし、心にゆとりをもって対応してい
５ る。

８

６ お互いの指導について、他の教職員と話合いをしている。 ９・10

７ 指導上の悩みを、管理職や他の教職員と相談し合っている。 10

問題を一人で抱え込むことのないように、他の教職員との連携を意識し
８

て、チームによる指導を行っている。
10

他の教職員の体罰を見聞きしたときには、本人に注意したり、管理職に
９

報告・連絡・相談するようにしている。
10・11

体罰や不適切な行為に陥ることなく、叱る、注意するなどの懲戒を適切 ３
10 に行っている。 15・16

19
11 児童生徒のよさを認め、意欲や自主性を引き出す指導を行っている。

22～25

頭ごなしに決めつけず、児童生徒の言い分や考えをしっかり聴いて指導 15～17
12

している。 19

学習指導や部活動指導などで、児童生徒の発達段階や実態に応じた指導
13

を行っている。
19～21

児童生徒の言動を現象面だけで判断せず、児童生徒の特性や家庭環境等 19
14

の背景を理解した上で、効果的な指導を行っている。 26・27

指導がうまくいかないとき、児童生徒のせいにすることなく、自分の指
15

導の在り方を振り返り、改善しようとしている。
14～28

様々な理論に基づいた指導法を取り入れるなど、指導の更なる向上に取
16

り組むようにしている。 22～28

奈良県教育委員会

平成２６年３月

体罰・不適切な行為は、
重大な人権侵害であり、

絶対に許されない行為です。

自分の取り組むべき
指導・支援の方向性を確認しましょう。

「Ａ」「Ｂ」→ 更なる向上を目指しましょう 「Ｃ」「Ｄ」→ 改善を目指しましょう

組織力の向上
教職員が支え合う体制

を確立し、体罰根絶に向

けた組織力の向上に努め

ましょう。

（指導場面の交流の促進、

報告体制の整備）

指導力の向上
児童生徒理解をベース

にして、様々な理論に基

づいた指導法を取り入

れ、体罰根絶に向けた指

導力の更なる向上に努め

ましょう。

（年１回以上、研修会の

実施）

意識の向上
定期的に自分の指導を

振り返るとともに、感情

のコントロールに取り組

み、体罰根絶に努めまし

ょう。

（定期的な自己チェック

の実施、アンガーマネジ

メントの習得）

※ 関連ページは、体罰防止啓発資料（冊子）のページ数を示しています。冊子は学校に３部配布しているほか、
奈良県先生応援サイト（http://www.nps.ed.jp/ouen/）にも掲載していますので、研修等で活用ください。

支え合い

誰にもさせない 体罰は

川柳で 体罰根絶 訴える

あげるのは

拳ではなく 指導力


